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都市域における気道アレルギーの潜在的増大要因

都市型生活環境の関与について
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目的　非喫煙成人女性で，都市型生活環境のアトピー化や血清ECP上昇に対する関与と，アト

ピー化や血清ECP上昇の相互の影響と気道アレルギー関連症状（咳，痰，喘鳴）に対する

関与を検討する。また，小児の気管支喘息有症者（喘息あり群）と無症者（喘息なし群）の

住居について，生活環境要因と環境中チリダニ量との関係と，小児の喘息なし群で生活環境

要因や環境中チリダニ量のアトピー化に対する関与を検討する。

方法　①対象：成人女性については，毎年2～3月に大阪府八尾市で実施される成人病予防検診

の中で平成7～9年に呼吸器疾患予防検診を特別に実施し，これを受診した健康成人女性の

中から非喫煙者423人。小児の喘息あり群は，平成5年12月より平成6年5月の間に大阪府

立羽曳野病院小児科を受診し，気管支喘息と診断された原則として12歳までの小児で，診断

されてからの経過期間が比較的短い190人，喘息なし群は，大阪府立病院小児科を受診し，

現在アレルギー性疾患の症状が認められず，現病歴に気管支喘息のない原則として12歳まで

の小児78人。

　②方法：生活環境要因に関連して，アンケートにより住居様式や冷暖房様式を把握し，ま

た，環境中ダニアレルゲンやタバコ煙の客観的指標として，寝具および寝室中チリダニ

（Der Ｉ）量と尿中コチニン量を測定した。結果の解析では，血清チリダニ特異的IgE抗体陽

性によりアトピーとし，また，血清ECP値が10 ng/mlを超えた場合を血清ECP上昇（亢

進）とした。その上でアトピー化と血清ECP上昇に対する生活環境要因の関与を検討し

た。

結論　結果より以下のことが示唆された。

　1.　室内にカビが生えるような高湿環境（dampness）はチリダニ増殖を促し，電気ストー

ブ・こたつのみを使う旧来の暖房様式はチリダニ増殖を抑制する。

　2.　生活環境はチリダニ増殖への影響を介して小児および成人女性のアトピー化に関与し

ている。ただし，小児の場合はこの影響の他に抗体産生反応への影響を介してアトピー化に

修飾的に関与する。すなわち，石油またはガスストーブを使う暖房様式は修飾的に正に関与

し，鉄筋住宅などの気密性住宅は負に関与する。これに対し，成人女性ではこのような修飾

的関与はほとんどみられない。

　3.　成人女性では，受動喫煙量の増加が血清ECP上昇に対し正に関与する。

　4.　アトピーと血清ECP上昇は相互に正に関与する傾向がある。

　5.　咳，痰，喘鳴など気道アレルギー関連症状に対し，アトピーは喘鳴，血清ECP上昇

は咳の発現に関与する。
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